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一緒にやってみ隊！始動

しました。先週末は、近藤

義和兄と一緒に外出しまし

た。嬉しいことに、ご退院

になって初めて！！自動車

の助手席に座って移動できたのです。「もう快適で、

快適で、最高のギフトを頂きま

した！！」とおっしゃっていま

した。そればかりか、食堂に入

ってからですが、車椅子から立

ち上がって、普通の椅子に腰掛

けなさいました。感謝です。さ

New Creation Church in Kyoto since 1997 

Miracles 
やりたいこと！ 
 

主管牧師 藤林イザヤ 
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らには、麻痺した手を包んでいる吊り帯を取りまし

て、「普通に！！」お座りになったのでした。なんだ

か、感動でした。とっても心がホカホカしました！！ 

普通のことが普通にできること。これはとっても素

敵なことです。さらに、難しいし、無理だと思ってい

たことができるようにな

りますと、とんでもなく

嬉しいことですね。さら

に、それは新たに拡がっ

ていきます。先週末に大

阪まで通院なさる時でした。さっそく、助手席に乗っ

て移動できたのです。今後、毎日動いていれば、ドン

ドン拡がっていきますね。こんな嬉しいことはありま

せん。今年は、こうした「無理の壁」が打破されてい

きますね。やりたい！と思ったことはやる！！単純で

すが、生きる！！ということの実体です。 
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2020 年 3 月 15 日(日) 聖日礼拝 1１時００分  

 

主題『豊かに生きる！』 

説教者：藤林イザヤ 

 

聖書箇所 ヨハネ伝8.12-18 

 

12 イエスは再び言われた。「わたしは世の光である。わたしに従う者は暗闇の中を

歩かず、命の光を持つ」 

 

13 それで、ファリサイ派の人々が言った。「あなたは自分について証しをしている。

その証しは真実ではない」 

 

14 イエスは答えて言われた。「たとえわたしが自分について証しをするとしても、

その証しは真実である。自分がどこから来たのか、そしてどこへ行くのか、わたしは

知っているからだ。しかし、あなたたちは、わたしがどこから来てどこへ行くのか、

知らない。15 あなたたちは肉に従って裁くが、わたしはだれをも裁かない。 

16 しかし、もしわたしが裁くとすれば、わたしの裁きは真実である。なぜならわた

しはひとりではなく、わたしをお遣わしになった父と共にいるからである。 

 

17 あなたたちの律法には、二人が行う証しは真実であると書いてある。 

18 わたしは自分について証しをしており、わたしをお遣わしになった父もわたしに

ついて証しをしてくださる」 

 

 

＜主イエスの真相！！＞ 

主イエスは世の光として、受肉して下さったお方である！ 

→仮庵祭の最後にある光の祭りを更新する存在である！ 

⇒父なる神が証言して下さるので、他の証言は不要である！ 
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ヨハネ伝8.19-20 

 

19 彼らが「あなたの父はどこにいるのか」と言うと、イエスはお答えになった。「あ

なたたちは、わたしもわたしの父も知らない。もし、わたしを知っていたら、わたし

の父をも知るはずだ」 

 

20 イエスは神殿の境内で教えておられたとき、宝物殿の近くでこれらのことを話さ

れた。しかし、だれもイエスを捕らえなかった。イエスの時がまだ来ていなかったか

らである。 

 

 

＜主イエスの真相！！＞ 

主イエスを知ることが、父なる神を知る道となる！ 

→主イエスは、言、パン、道、真理、復活、命、羊飼い、門、ぶどうの木と物語られ

る！ 

⇒色々な人生の局面で、多様な関わりを持って下さる！ 
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（メッセージ・ポイント） 

① 父なる神が、 

あなたの（     ）である！ 
 

 

C f)ローマ書8.31 

31 では、これらのことについて何と言ったらよいだろうか。もし神がわたした

ちの味方であるならば、だれがわたしたちに敵対できますか。 
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② 主イエスを知るなら、 

（        ）生きられる！ 

 

 

C f)ホセア書6.3 

3 我々は主を知ろう。主を知ることを追い求めよう。主は曙の光のように必ず現

れ、降り注ぐ雨のように、大地を潤す春雨のように、我々を訪れてくださる」 

 

 

C f)ヨハネ伝14.26 

26 しかし、弁護者、すなわち、父がわたしの名によってお遣わしになる聖霊が、

あなたがたにすべてのことを教え、わたしが話したことをことごとく思い起こさ

せてくださる。 
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藤林邦夫師3 分間メッセージ 1991年 『危険な自由』 

 

チェコ・スロバキアの駐日大使夫人、ヴラスタ・ヴィンケルヘーフェローヴァーさ

んが、共産主義の政治的束縛から解放された自由を次のように述べておられます。 

「物価が上がりました。でも教会に行きたい人は行けます。3100 万人の観光客

がチェコ・スロバキアを訪れ、カレル橋は混雑しました。スリが増えました。しかし、

外国に行きたい市民が自由に国を出られます。危険で、素晴らしい自由、ようこそ！」 

この「危険な自由」という言葉は、ラテン語の古代のことわざ「平穏な奴隷制より、

危険な自由の方がましである」より、取られているのです。 

ヴラスタ夫人は、政治的圧政から解放されて、危険ではあるが、しかし自由の喜び

を体験しているのです。 

 

人間には3 つの自由が必要です。言論の自由、信仰の自由、行動の自由です。 

時の政府を恐れて、言うべきことも言えないのは、悲しいことです。まして、信仰

の自由、教会に行きたい人は行ける。これは素晴らしいことです。何だ、当たり前じ

ゃないかと思うかも知れませんが、当たり前のことが当たり前でない国や社会も多い

のです。 

 

ミャンマーもその 1 つの国です。ボワイ先生と電話で話す時も、気を付けて物を

言って欲しい、誰に聞かれているか分からないからだ、と注意されます。 

そこへいくと、日本は有り難い国です。有り難すぎて、その値打ちも分からぬくら

いです。 

 

聖書は「兄弟たちよ。あなたがたが召されたのは、実に自由を得るためである。た

だその自由を、肉の働く機会としないで、愛をもって互いに仕えなさい」（ガラテヤ書

5.13）と言っています。 

 

肉の働く機会とするのが自由の危険な側面です。それを自制しつつ、自由に生きる

のが神の子の知恵であります。 
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★今週の予定 

2020年3月19日(木)  BLD祈祷会 19:30- アバハウス2階 

楽しみにしながら、心を合わせて祈りましょう。 

 

★礼拝のご案内 

 日曜日   教会学校・New Creation Seminar 9：30− アバハウス3階 

       聖日礼拝  11:00- アバハウス1・2・3階 

       手話礼拝  11:00- アバハウス1階(第三週目の聖日礼拝) 

       支援礼拝  13:30- アバハウス2階 

       ろうあ者学び会 14:00- アバハウス3階（第三週日曜日） 

木曜祈祷会 19:30- アバハウス２階 

 

★3月の予定  

 17−19日 αββα自主勉！！ 9:00−16:30 残り三日です！！ 

  18日(水) ミラクワ定期練習 アバ2階 10:00-12:00 

 19日(木) BLD祈祷会 アバ2階 19:30- 

 22日(日) ミラクワ定期練習 アバ2階 15:00-17:00 

 26日(木) BLD祈祷会 アバ2階 19:30- 権寧煥師（京都オンヌリ教会） 

 

★イースター礼拝のご案内 

 4月12日(日） ハートピア京都大会議室 11:00- 

 お昼からはポトラックパーティです🎵お一人様、一品持ち寄りのパーティとなりま

す！ 

◆2020年3月12日のBLD祈祷会出席者数   ≪合計21名≫ 
◆2020年3月8日(日)の礼拝出席者数  ≪合計69名≫ 

  CS…7名 礼拝…30名 Zoom…20名 支援･･･12名 
名 
  京都中央チャペル (αββα－HOUSE) 

〒604-0845 京都市中京区烏丸御池上る二条殿町540 
Tel: 075-229-3058 Fax: 075-229-3059 

  http://www.chuochapel.com 
    郵便振替 ０１０９０－３－５２９２２ 名義：京都中央チャペル 


